
fマルチメディア通信と分散処理ワークショップJ 平成19年10月

モデ〉レ駆動開発と恥bサービスの連携による情報システム開発

里木智彦T 平林秀一tt 大J11 勉ttt IJ県寿男T 津本潤tttt

T束Jj{量級大学理工学部情報システム工学科

tt東京電機大学大朝涜理工学研突料情報システム工学専攻

ttt三菱電幾株式会社

tttt岩手県立大学 ソフトウェア情報学部

企業の情報システム構築を実現するためのアーキテクチャとして，近年，モデノレ軍閥煙2アーキテクチャ@岨DA:島bielDriven

A抽 出cture)が注目されている.Iv.1DAではシステムのプラットフォームに非修存な上漏毅刊誌、けるモデノレPIMCP1a蜘m

h必pend側協deJ)から，プラットフォームに依存・特化したモデル民)MG'latfinmS戸必c地deJ)lこ変換し，Pf捌から自

観疲換針Tうことで実装へと移るため，プラットフォームが刻ヒしても柔軟に矧忘することができる.本稿では分析・欝十

劇稽においてBPM(Busine崎町民湯田Moωing)を用い，実装闘暗においては鎖7可能モデルと Webザ」ピスを用いることに

より，業務の変化へ迂髭齢巧柔軟に姉志するための情報システム構築手法を提案する.
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1. はじめに

情報システム同企業内の複雑な業務を担い，業務の頚静化

を図っている.業務同経営状況に基づき，組織的に改善・変

更カ簿操に行オオLるため，情報システムも業務の変更に沿い，

追加キ変更が求められる.また，コスト面や開発期間に関す

る要求も以前より厳しくなってきている[11.

現在，開発の現場では下記のような間庭問躍している.

① 変化に対してシステムカ喋撤に変化できるよう，全体業

務と情報システムの各機能を効果的に管理し，開発を行

うことができる手法が必要である

② 開発現場では『システム開発コスト陪茨く，開発期間は

短く」という傾向があるため，早期開発が可能で後戻り

の少ない開発手段が必要である.

このような背景の下，ビジネスプロセスをモデ)].イヒし，可

視化・穀停化を図るBPM(Busine錦町oa飽Mode1ing)，およ

びあらゆる工程でモデノレを中心とした開発を行う

MDAI価制DrivenArcl幽:ecture)が登場し，注目されている.

また， CASEツール却煽掛・実装レベルのモ勃レからコー

ドを自動生除することで，早期開発を実現しているが，モデ

ルとコードの差を埋める為にモデリング段階にて小対鵠訟プ

ログラミングが発生したり，具体的な実装はプログラミング
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をしなければならないといった問題があり，開発者に対する

負掛2大きい.

さらに，早期開発において，重要なのが雨明性である.

そこで現在.， SOA(Serv院O由n同Ar由也ぬJre)に代議され

るコンポーネント技術による開発とモデリング技術を連携さ

せることで，既存の機告やシステムをコンポーネントとして

モデノレと連携させた再事聞を行うことで，開発効率を向上が

期待されている.しかし" SOAの中心ともいえる恥bザ」

ピスは現在普及率が高いとは言えにくい.その理由として，

データ突換¢成恥bザ」ピスと利用システムで違う表現が

なされているなど，標準化されていないためにその樹投十

分間明することができず，和股性の認識料凪ハことが挙げ

られる.その他に再利用の手出味確立などの再開聞の課題

がある.

筆者らは情報システム構築に恥bザ}ピスを活用する研

究を行ってきた邸凶闘.しかしながら，これまでの研究では

l¥IDAとι活畿を行ってきてし、なし¥

本布院では前述したシステム開発の現場における陪題点

を解決するため，BPM守衛T可能モデルを用いたl¥IDAによ

る開発と鴨bサ」ピスを連携させることでr:業務こ亙灘に

対芯したシステム開発の支援Jrミスの少なし湖発の支援Jr.早

期開発の支援jという目標を達成するとともに鴨bサ}ピ

ス普及を目指した情報システム開発手法の提案と実装を行う.

2. 関割強符

モデル短動型開発を実現・活用する技術として， BPM， 

l¥IDA， xUML，鴨bサービスについての隣自腰を示す.

(]) BPM(B叩胸proassModeIing) 

ビジネスプロセスモデリングとは業務プロセスの流れやそ

れに村=わる人的・槻句資源を定義し，ビジネスプロセス・と

してモデJレ化し可視化・効率化を図る手法である.ビジネス

プロセスモデリングとはシステムの流れを託蛤するだけでは

なく，そのシステムを実現する組織の構造とそのシステムに

必要な人材などの資源を関連付けることによるモデリングが

可能であり，より業務プロセスを把陸することができ，業務

プロセスの改善に繋がるという利点がある.また，ビジネス

プロセスを可視イじすることにより，ビジネスポイントを明確

にすることができるという和協が存在する闘.

ωl¥IDA 側odelDrivenArcl由民加re)

l¥IDA[7:醐}まOMぽO旬制陥nageme此Group};o響調し，

推進しているモデj~弾仕技術を基盤としたベンダ非依存の

システムの相亙運用を実現するためのモデ〉噸通腿のアーキ

テクチャである.l¥IDAにおいてはまず，システムのプラット

フォームに依存しない上流設計におけるモデル

PIM!価値nmIndepende凶Mode])を作成する.作成した

PIMに対して変換かーノレを用いて，プラットフォームに依

存・特化したモデル引制価値m 旬開ficMode1)に変換し，

R弧から自蝦接説または民測を加工することでコート雪議

へと新子する.マッピングされたプラットフォーム依存の 2

つのモデ川まプラットフォームは異なるが，同じ機Eを持っ

たシステムである.P1Mtこより標準位殺を規定することで，

異なる技術で構築されたシステムの相互運用や再利用が実現

できると考えられている.

(3) xUML(~旬utableUMυ

xUMIJ9I凶l立OMG洲開し，位栽化を進めているMDAを

実現する技術め一部である.xUMI..JまIJMLの裁措に沿って

託越した図に撮尚な振る舞いを内包したものであり，その振

る舞川アクション)を検証可能なモデルと定義されている.静

的なモデリングはlJMLと同様である.xU班点使用される具

僻句なシンタックスは標準化されておらず，振る舞いに関す

るセマンティクスについても標準{乙が現制T扮しているが，

具体的な託弛に関して同末定義のままである.

(4) Webサービス

鴨 bザ」ピスl主現在注目されている次世代システム基盤

技術の一つであり，現在の業務システムに有努前i用すること

ができる技術である.Webサービスの特徴として以下のもの

が噛デられる凶凶.

・インターネット上でX阻，技術によって連携される， URl 

で翻Uされたソフトウェア・アプリケーション

・インターネット上の即C侃阻御ProadureC必

• x阻.1， SOAPなどの標準伎術を利用したシステム臓鵠

従来の恥bアプリケーションではブラウザ苛もλゐデー

タを受け取り，鴨b上で醐句にHTML文書を生成してし、た

しかし結果論~HTML形舟乃ため，さらなるデータの加工・保

有司ま困難であり，加えてシステム聞のデータ受け渡しには未

だに人カサ入する僧紛滑在する.∞RBAやD∞ Mでi志

位識の告勝ちの大きさ，独自位識の問題から，同位殺の製品で

なけれ前歯秀できないという課題がある.

このような従来の鴨bアプリケーション，分散オブジェク

ト技術のシステム連携・データ交換の問題を解決するのが

恥 bサ}ピスである.Webザ}ピスは他のビジネスロジッ

クと密な関係を持たず，処週単位でヒ'ジネスロジックのイン

ターフェイスを提供する能力があり(自己完結)，インターフ

ェイスが特定の実装などに依存することなく独立して提供さ

れている傍櫛合)鴨bアプリケーションとして位置付けら

れている.また標準化されたX阻」メッセージを使用してネ

ットワーク経由でアクセス可能にし，相互運用性を保つよう

になっている.このWebザ、ーピスを手1即することで，ソフト

ウェアの再手l朗性が高まり，異なるプラットフォーム，言語

で開発されても利用できる共通コンポーネントとなる.
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BPM工程 UML工程 xUML工程・実装工程

サービスリポジトリ

図2Webザ」ビスを活用したそう乃晴樹理目坊E手法

川 nd竺5 As-Is印刷械に』掴3I':'-'f'し胡腿J.j縦断 姻

インターフェイス

図1 Webサーヒースのインターフェイスのイメージ

3_ 情報システム構築法

3_1 本研究の概要

Webサ)ピ;;<はインクーフェイスが特定の実装に依存せずに

提供されているため，図1のようにプラットフォームに依存

せずに利用することができる.そのため，プラットフォーム

に依存しなし設計『ーデノレを中以こ開発を行う MDAと共に用

いることで，システムのプラットフォームや{士娘の変更に強

い恰報システム期発を行うことができる

我々はBPMヰ吹行可f侶モデノレを用いたMDAによる目的Eと

Web サービス伝ilit1~させることで r業務に正弘lこ.)t~した、ン

ステム開発の支獲Jrミス側、ない開発の支勧「判明開発の

支援1という目標を溺没するとともに.Webサ」ピス普及を

目指している図21乙本町m<7汁存報、ンステムザS存手法の

概要を宕そす.図2のように，本研究のアプローチとして，ビ

ジネスプロセスモデリング工事邑 UML工程.xUM工，工私

案装工程の4つカ消殺する

3_2 ビジネスプロセスモデリングZ翠

(u ビジネスプロセスモデリングによる分析 ・設計

BPM工程では As-Is(明かモデノレの伶戎を行い，期完を運

用する企業の資産をビジネスプロセスモデノレによって可視化

し，そのモデルを魁~tとする状態(改善された制的のモデ

ノレ ロb-Beモデノレ)へと近づけることが目的である

データ構造図，ビジネスプロセス図を用いる まず，組織図

を作成し，企業の械産をモデノLイピするe 次に，機古匂溜図を

俗、'どの都 ・諜(サメ自主制がどのような業務を行ってい

るのh 各サブ組織について運用している業務を援り分け，

各探識を階庖的に分割していく この際、粒度の大き刺繍尼

については緩数回分制を行い，複数倒椅F胤随を持つ樹包子

割図をイ句rずる 最後に，ビジネスプロセス図を使い，分割

した各業務についてプロセスを記述してし、く プロセス内で

用いるデータについてはデータ前品自習で記述し，民凶J付けを

行う

(2) BPM工程における Webサービス荊開

本方式では，ビジネスプロセスを記述「る際，ファンクシ

ヨンとして既存Webサ)ピスを記虫企することを可能としてい

る Webサービスを利用する際，ファンクション名として

内VSCall:明烏bサ)ピス名」と言i5isし，羽'eb-!ドーピスにスゴ]・

出力するデータはデータ慨掴を用いて関ill!付ける図 4は

ログイン虫胞 を行うザーピス利 刊するビジネスプロセス図で

ある受付制紡t完了したらWebサ)ピス ll.OginE加盟」

にユーザE とパ以ワードを入力し，ログイン匝盟裂を行う結

果として，受付が成功するか拒否されるカ幼2i立が返される

{廿i!<したAs-Isモラりレはサポートツーノレiこ誌協iみませE モ

デノレ中i.:ii'1越された恥b-!トピスが第探l訴i閥可'ii助、どうか

を僻肘る。利用可能だっt::W;樹立，レジスト リからWSDL

ファイノレを聯専し.We北J-1}-ピスのテストを行うことで処痩

1矧[Jを脳号する もし，利用が不可能だった場合は使用する

ことのできないWebサ}ピスをリストアップして設計者に知

らせ，その剖珍't<J;溺(t吾をすすう

(3) ビジネスプロセスモデノレのシミュレーシヨン

イ何戒した As-Isモデノレを用いて組織が起用可能なシステム

かどうか，人員配1出土適切jかどうかなどを検tITiEオるため，

As-Is モデルに各業務で州、る虹四時fb~覗割以してし、る
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人員数のパラメータを設定し，それを基に業務運用シミュレ

ーションを仔う 各作業に入力するパラメータは組織の実績

に基づくデータを用いる なお，新たにシステムイじする範囲

の作業のパラメータについてはシステムが運用された場合

の想定災理翫包力を設定する このシミュレーションでは，処

理9時間やプロセスが虹躍を開始するまでの待ち剛r1を示伺IJ

的な待機l抑止各プロセスの新子状況などの詳細な絹E苦|結果

を得ることができる.この統計結果より，ー茸羽田町内に新7

可古Vょプロセス数の把長や，プロセスに含まれるボ トノレネッ

クの検出を行う

シミュレ}ションて得られた結果から，ビジネスプロセス

キ組織に陪飽があると'f'I断した場合には人員の増減やプロセ

スの変更などσ;敬喜子を行い，再夜、ンミュレーションを行う

こうして変更を繰り返していき，シミュレーションて喝月ら

かにされた陪躍が改善されたならばそのモデノレはも包eモ

デノレとなる

医13 BPM各国例

畳i1準備

図 4 BPMによるWebサ)ビスの表記

(心ul¥仏モデノレへの変換

術戒したも守Beモデノレのビジネスプロセス図について，

UML要素として必要なパラメータを設計者古酒在世するその

後，パラメータを付加したもBeモデノレをUMLのモデル要

素に変換する.この際，付加するパラメータとしては例え

ばクラス図であれ.t属性やメソッドなと'に相当するパラメー

タの指定が必要となる モデノレの変換につし市羽坊式で用

いているBPMツーノレ rARISJによる変換を行う

3.3 UML工翠

ωUMLによる詳細設計

変蜘こよって生成された UMLモデル号賜てには，クラス図

の関j!協お特やステー トチャー 卜図のトランジションなど，足

りない要素が存在するため，これを設計者が補足する必裂が

ある

次に，僧求したu此を設計レベノレの主折h と梢胡1ヒす

る詳細化の朝慎はUMLによる寸始批判買と同じである

システム化措也君の要求と照らし合わせながら，モデルの段適

化を行う 最適化をすTったモデルはXMI形ねこ変換する

(扮 ul¥在L工程における Webサービスの利用

変換したモデノレをサポートツーノレに投入し，モデル中にZ正

存の恥b'!トピスで代替できるものが無いか闘2を行い， 見

つかった場合リストアップし設計者に知らせる リストアッ

プしたサービスの中で置き換えたい部のがあった場合， Web 

ザ」ピスのi置き換えを自!f~胎切こ行う この際， j置き換えを行

う 鴨川トピスのWSDL ファイノレと新予l寺1mをl&í~卜する

羽'ehサ」ピス化可能かどうカヰ乙ついてはUMLのクラス図

に合まれる以下の点、をWebザ」ピスレジス トリに照会し，検

索を行う

メソッド(名前と引数戻り値の数と盟

名前日宣告D

クラスの目的使路箔)

全てに適合するサービスを検索「るのではなく，メソッド

とクラスの目的を優気動に検索し，その{也叫wV.aについては

総ιみに用いる.

ヴラス図 WSDLファイルカ、ら

取得した情報
UML図 Webサービス

レジストリ

図5UMLモデノし伽らの悦 bサービス検索
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3.4 xUML工程

(I) xUMLアクションの作成

UML工程にて僧或した敵討レハ》レのUMLをxUMLに拡

張するため，xUML用のアクションを該苦|寸る アクション

とはオブジェクトの振る舞いを表したものである 本方式

において，アクションは予めライブラリとして用意されてい

る蹄i者はU阻， に融Eしたオブジェクトの振る舞し、苦iゅ

に相当する!l!JJi宇を行うアクションを設計するため，ライブラ

リ中のアクションからi裳択し，そのまま利用するか，組み合

わせることで新たな振る舞いのア夕、ンョンを作戒する

ωxUMLモテ/レの作成

xU阻ベヒするそデノレはステー トチャート図を用u、る.設

計者崎t昔卜したアクションやライブラリから選択したアクシ

ヨンを作減したステートチャート図の振る舞いを表す剖扮に

マッピングすることでxUMLを(何設する

(3) xUMLシミ ュレーション

こうしてf何戎したxUMLをxUML‘ンミュレータに技久し，

システムの動作シミュレーションを行う シミュレーション

では，モデノレに付加された表敬やフローの検証なと・を行う e

Webザーヒヌの!foJ作につしては Webサービスは十分にテス

トしリリースされたとして，実際のWebサ)ビスに按獄?せず

にr~.，こ正しし精果を返すダミーを{切っりに知子する

シミュレ」ションによってエラーが出た場合は問題箇所

を修正し，再度シミュレーンョンを緒子する一

ilqLヲ
シミュレーンヨJ

ログ

..姻化したUMLモデル

ーUMLのステートテャ ト図の動作包遣を

νミュレーシヨン司陸信ものに置き狼える

図6 xUMLのi宇野知3ら、ンミュレーションまでの流れ

3.5 実装工程

xUl¥乱 工程において妥当性珂掛された樹自にっし、ては

xUMLモデノレをおこしたJavaコード0准成を行う 生成し

たコードとxU乱ιシミュレーションエンジンを知子サーバ!こ

デプロイし，実装を行う ここで実装されたものについては

羽rebサ」ビスとして斜Jflし，後の1m発にて再利用できるよう

にする Webサ」ピスとの綬続安1¥については BPM工程と

UML工耳呈において1&1与したWSDLファイノレを用し叫何台「

る

図7 実装したコードからWebサ」ピス利用の折れ

4 プロ トタイプの構築と評価

4.1 Webサ)ピス研知直用環境

我々は3章で提案したWebザーピスを利用した研究を適用

できる rw.ぬサービス研針通用環ぬの構築を行っている

これは柑F究室の方針におけるものづくりを基調としたもの

で， Web サービスを利用した研究をより実壮烈こ;rrt，~形で吾T

f!ifi9ることを目的としている また， 恥 bサービス庄司色対数

カ沙ないという問題点を角詑たするために本研究室ではホ穆産

した悦bザ」ピス広万外部制lflを地jIjする この環蹴は実際に

インターネッ トに接続されており，本胸躍のWebサイ トか

ら土羽目されているWebサ)ピスを荊l用することも可能である

図 8に悦bガーピス研宛醐環境となるシステムの布械

を利 また，表1に糊辺描ツーノレを示す

図8 Webサ」ビス布移忠直用環境のシステムv構成

表 1 村説話蛾Eツーノレ

役割 ツーノL名

OS Wmdows Server 2∞3 

SOAPプロセッサ ApacheA氾s1.2 

プログフム実行漢詩克 J2SDK 1.4.2 

品rvletエンジン Apacheτb皿 回 t4.1

データへース MySQL4.0 

4.2各種ツーノレ及びプロ トタイプの構築環境

材式ごで用いる xUl¥ι シミュレータ/実行動克とザポート

ツーノレ叫糠を下記の高続マすう

更に，Webサ}ピスを利用せずに従来のUI¥ιを用いた場

合と，本手法によってWebサ」ビスを手[1用した場合の， 2迎

。J

，d



りの手法によってオンラインショッヒ。ングシステムを実際に

僧食することにより， Webす」ピス検索の正確性や xUML

からJavaコードへの生成恥bザ」ピス接続部の生成の自

動{凶こついて評価を行っていく.

表 2 各種ツーノゆ椀競

目的 環境

開発 Java 1.6.0_01 

08 Wm也wsXP

ザープ、レットエンジン Thm阻.t5.5

データベースザ」パ M持QL5.0

4.3プロトタイプのBPM

本方式によるプロトタイプのシステム構成を図9に示す.

このシステムはユーザヨミブラウザを用いてオンラインショ

ップサ}パにアクセスし，オンラインで商品の購入を行える

会員制のシステムである.ユーザは事前に会員登録を行う必

要があり，パスワード'1:1会員ごとに発行されている.システ

ムは3つ伺鋪包(ユーザ潔託商a検索，決掬倒劃秀句戎

り立っている.各機能はデータベース徐員データ用，商品

データ用)にアクセスし，情報の検索やユーザ溜証を行う.

図 10にこのシステム全体のビジネスプロセス図を示す.

図9 オンラインショッヒ。ングシステム

図10 オンラインショッピングシステムのBPM

5 まとめ

本稿ではモデル駆酸型アーキテクチャとWebザ」ピスを

連携した情報システムの構築法の提案を行ったまた，それ

を実装したサポートツールの開発中である.情報システム開

発において問題となる，早期開発・白調接受への柔軟な鰍志

という点において，モデノレを中心としt~窃きと Web サービス

を連携することで，既存の資産を有効に活用し，要求に合わ

せて新たなシステムを素早く構築することができるようにな

ることがを島、である.

今後はプロトタイフた対して適用評価を行川 Webサー

ビス検索のE樹全やコード生成の自動化率など，本手法の有

毅姓の確認を行っていく.また" xUMLのアクションライプ

ラリの整備が今後の課題である.
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